
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
データの入力用のキーパツド（ 14）、マイクロプロセツサ、放射線送信手段（ 11）、およ
び放射線受信手段（ 10）を含む携帯可能な手持ちユニツトからなる聴衆ポーリング装置に
使用する装置において、前記マイクロプロセツサが前記受信手段（ 10）によつて受信され
たパルス変調信号に応答しかつパルス変調信号が前記放射線送信手段（ 11）によつて送信
されるようにプログラムされており、前記パルス変調信号が各場合に信号パルスの存続時
間の予め定めた倍数より大きい少なくとも予め定めた時間間隔だけ間隔が置かれた信号パ
ルスからなり、前記装置がさらに前記放射線受信手段（ 10）によつて受信されたパルスが
前記放射線送信手段（ 11）によつて中継されるべくなされる中継モードにまたは前記キー
パツド（ 14）を経由して導入されかつ前記マイクロプロセツサに記憶されたデータが初期
のパルス変調信号として送信されるべくなされかつ受信されたパルスが無視される送信モ
ードに前記装置を設定するために前記マイクロプロセツサによつて制御されるモード切り
換え手段（Ｆ）からなり、そして前記装置が前記マイクロプロセツサが特定の装置を識別
する独特のアドレスを記憶し、そして前記中継モードにおいて、前記信号の各パルスの受
信時、前記受信手段が前記送信手段（ 11）によつて送信されたパルスの存続時間の倍数よ
りも大きくかつ前記予め定めた間隔より小さい予め定めた時間周期だけ不能にされ、とこ
ろが、ポーリングトランシーバによつて送信されかつ前記独特のアドレスを含んでいるポ
ーリング信号の受信時、前記ポーリング信号が前記マイクロプロセツサにより認められか
つ前記モード切り換え手段（Ｆ）が前記ポーリングトランシーバへ返答信号を戻すために
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前記送信モードに前記装置を設定するように作動されることを特徴とする聴衆ポーリング
装置に使用の装置。
【請求項２】
初期信号を発生するためのマイクロホン（ 15）、および該マイクロホンが使用されている
とき前記マイクロホン信号の送信機として前記装置を設定すべく配置される手段を含むこ
とを特徴とする請求の範囲第１項に記載の装置。
【請求項３】
前記放射線受信および送信手段がその少なくとも幾つかが放射線がマイクロホンとしての
使用の直立位置に保持されるときかかる装置列に沿って横方向に送信され得るように装置
の１またはそれ以上の側縁部に配置される複数の放射線受信（ 10）および送信（ 11）要素
からなることを特徴とする請求の範囲第２項に記載の装置。
【請求項４】
さらに、静止して置かれるとき、前記装置の前方縁部に沿う前記送信および／または受信
要素からなることを特徴とする請求の範囲第３項に記載の装置。
【請求項５】
請求の範囲第１項～第４項のいずれか１項に記載の複数の装置およびその独特なアドレス
を含みかつ各それぞれの装置に戻される信号を記憶するパルス変調信号を各装置に送信す
ることにより前記装置をポーリングすべく配置されたトランシーバ（第１図、Ａ）からな
り、前記装置が前記複数の装置が前記トランシーバ（Ａ）から中継器として作用する複数
の前記装置を介して付与された区域の境界において前記装置のさらに他の装置へ複数の視
線放射線伝搬通路を設けるように前記区域に配置されることができそして中継器として作
用しているとき各装置の最長の伝搬通路および応答時間が前記最長の通路内のすべての中
継器が受信手段がその間中不能にされる前記予め定めた時間周期内に前記トランシーバか
ら付与されたパルスに応答するようになっていることを特徴とする聴衆ポーリング装置。
【発明の詳細な説明】
技術分野
本発明は、視線（ line　 of　 sight）放射線を使用する信号送信装置、かつとくに、しか
し排他的ではないが、符号化信号を使用して通信すべく設計される種類の赤外線送受信機
に関するものである。
背景技術
かかる装置は比較的短い範囲の視線通信が適切である状況において特別な用途を有し、そ
して例えば、無線通信またはケーブルの使用において固有の欠点を回避する。これらの装
置は、しかしながら、送信機と受信機との間に直接の視線がないとき信号通信が遮断され
るという欠点を有する。比較的短い範囲の通信が伴われるならば、間接的な通路を経由し
て送信できる赤外線反射器または中継器を設けることにより後者の欠点を克服することが
提案された。しかしながら、これは１または複数の送信通路が前もって計画されかつ信号
通路の考え得る任意の遮断を許容しないことを前提とする。
したがつて、本発明の目的は信号通路の任意の遮断の結果として故障を受け難くかつそれ
ゆえ無線または直接ケーブル敷設の使用をこれまで必要とした種類の装置に使用し得る改
善された視線または照準線信号通信手段を提供することにある。
公知の通信装置は、例えば、会議で代表者からの意見を集めるのに使用される多数の手持
ちキーパツド装置をポーリングするために通信リンクを使用している。
かかる会議において、各代表者は手持ちキーパツドを備えている。司会者はビデオスクリ
ーン上に質問を表示しかつ代表者は彼らのキーパツドで彼らの応答に参加する。各キーパ
ツドは異なるアドレスに応答しかつ制御コンピユータがキーパツドアドレスをポーリング
するときキーパツドアドレスは各々それらの代表者の応答を返答する。
かかる装置はケーブルを介して連続の２方向通信を使用する。多くの会議がグループ応答
装置がその期間の間だけ借りられかつ一時的な基準で取り付けられるようにグループ応答
装置を提供しない開催地で行われる。かかる装置の取り付けはケーブル敷設の必要に鑑み
て大きな労働力を必要とし、かつしたがつてケーブルの使用を回避した装置が従来技術に
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ついて顕著な前進を提供する。
国際特許出願 WO－Ａ－ 9107028は複数の中継器が付与された区域内に配置された送信機と
受信機との間の視線または照準線通信を設けるために配置される装置を開示している。中
継器は放射されたエネルギのパルスの受動中継器として作用し、かつ各中継器が受信され
たパルスに対するその応答に続いている予め定めた時間周期だけ不能にされるロツクアウ
ト周期を組み込むように配置される。かかる装置は、すでに送信されたパルスに応答して
いる中継器によつて発生される曖昧さなしに、複数の考え得る伝搬通路を経由してパルス
信号の視線伝搬を可能にする。かかる装置において、しかしながら、固定空間に配置され
るべくなされる中継器は専用の送信機および受信機間で放射線を単に受動的に伝搬するよ
うに作用する。
米国特許出願 US－Ａ－ 5099346はそれらが初期送信機として、または他の装置によつて送
信される信号の受動中継器として作用する代替のモードにおいて受信および送信し得る装
置間の視線放射線の伝搬装置を記載している。この装置において、しかしながら、中継器
として作用するための装置に関して、信号の繰り返しが画成された通路を経由してネツト
ワークに通るように確立されるべき予め定めた信号通路を必要とする。作動すべき装置に
関して、比較的複雑な通信プロトコルがそれゆえ要求される。
本発明は視線放射線を使用するポーリング装置、および請求の範囲第５項および第１項に
それぞれ記載されたような、それに使用する装置を提供する。
本発明のさらに他の好適な特徴は以下の説明に関連して採られる従属の請求の範囲から明
らかとなる。
【図面の簡単な説明】
本発明を添付図面に例として示す。
第１図は本発明による信号伝送装置の１つ装置を示す平面図であり、第２図は第１図に示
されるような装置の作動を示すタイミング図であり、第３図は第１図の装置の中継器の回
路図であり、第４図は手持ちキーパツド／中継器ユニツトの概略形状を示す平面図である
。
発明を実施するための最良の形態
第１図は上述された種類のポーリング装置を含みかつ公知の装置のケーブル敷設を除去す
るために赤外線リンクを利用する本発明による信号伝送装置を具体化している部屋の代表
的な座席の配置平面図を示す。キーパツドは B,C,DおよびＥが付された４つの領域におい
て示される。キーパツドをポーリングするためのトランシーバＡは部屋の上部右方隅部に
示されかつ領域は提案された中継器方法を使用する通信の全体的な数列を示す。ポーリン
グ命令およびキーパツドアドレスはまずＡから出てかつ領域Ｂに直接作用する。領域Ｂは
領域Ｃへしたがつて領域Ｄへかつ次いで領域Ｅへ信号を中継する。ポーリングされている
キーパツドは領域Ｅに伝え次いでその信号を領域Ｄへ放射し、領域Ｄはそれを領域Ｃへか
つしたがつてトランシーバＡへ戻す。
この方法を連続させるために考慮されるべきキー要素はフイードバツクループおよび伝搬
遅延である。
第２図は時間 t1,t2,t3,t4および t5で領域Ｂにおいて各領域 B1、領域Ｃにおいて C1、領域
Ｄにおいて D1、領域Ｅにおいて E1によつて連続して遅延されているトランシーバ信号Ａに
よるタイミングチヤートを示す。
フイードバツクループを阻止するために、各中継器は受信されたパルスによつて開始され
るロツクアウト周期 B2,C2,D2,E2を有する。第２図を見ると、領域Ｂのキーパツドは領域
Ｄにおいてキーパツドにより再びトリガされ得る。これを阻止するためにＢの受信回路は
ロツクアウト周期 B2に関して不能にされる。
この方法はキーパツドが第２図において X1で示されるようなロツクアウト周期後パルスを
発生していることができる多くの伝搬段階が無い場合に作動する。
しかしながら、かかるキーパツドがそれらのロツクアウト周期を終了したキーパツドの範
囲からでるときこれは問題がない。ロツクアウト周期は、例えば、伝搬遅延の４ないし 10
倍のみである。
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第３図は中継器が標準エレクトロニクス技術を使用してどのように実行されるかを示す。
ダイオード検出器Ａで受信された信号は増幅されかつ微分Ｂされる。信号は雑音レベルの
上に設定されたそのしきい値 C1によりコンパレータ C1に通される。出力パルスは次いで繰
り返しの信号を発生するように単安定Ｄにより再びタイミングが合わせられる。ロツクア
ウト単安定Ｅはまた単安定Ｄによりトリガされる。単安定Ｅはロツクアウト周期の間中単
安定Ｄを不能にする。
ロツクアウト周期は符号化信号の連続パルス間の間隔より小さいかまたはほぼ等しい。第
２図に示されるように、ロツクアウト周期 B2は時間 t7でトランシーバ信号Ａの次のパルス
前に時間 t6で終了する。各キーパツドはしたがつて同一パルスの反復を無視しながらトラ
ンシーバから生じる個々のパルスを認める。
送信されたパルスを繰り返しながら各キーパツドはまたその固有のアドレスが送信されか
つポーリングに対する応答を送信すべきであるかどうかを判断するために第３図に示され
るマイクロプロセツサを経由して信号を解読する。かかる応答はキーパツドを経由して手
動で入力されかつ上記で言及された公知の装置において通常であるようにマイクロプロセ
ツサによつて記憶されるデータを含む。
キーパツドはその代表者の応答を送信しているときモード制御ラインおよびモードスイツ
チＦを使用して中継器モードから発信人モードに変化する。その送信が完了した後キーパ
ツドは中継器モードに戻る。
図示実施例においてマイクロプロセツサの通常の非ゼロ復帰（ NRZ）連続データフオーマ
ツトは送信用のゼロ復帰（ RZ）連続データフオーマツトへ変換される。これは信号がいつ
たんパルスに変換されると該信号の完全性を改善する。 RZ信号は同様にマイクロプロセツ
サへの入力で NRZに変換される。
好都合には各キーパツドはその側部ならびに前方縁部で IR検出器および放出器を有する。
かかる装置は第４図に示され、 IR検出器は符号 10でかつ放出器は符号 11で示される。これ
は信号が互いに次に着座している代表者列を横切って通過するのを許容する。手動入力用
のキー 14に加えて、キーパツドはまた赤外線かつ好ましくはまた中継器方法を使用して送
信するマイクロホン 12を有する。後者の場合にモードスイツチＦが、例えばマイクロホン
と連係する送信ボタン 13の作動に応答して、マイクロホンの使用時に発信人モードに設定
される。キーパツドはそれが使用されているとき話者の口にまで保持され、それゆえキー
パツドがこのように保持されるときそれらの全体の側面図を保持する側方監視のトランシ
ーバの重要性がある。理解されることは、各座席列の端部での専用の IR受信機のごとき、
代替の手段がマイクロホン信号の受信のために設けられ得るということである。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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